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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月20日(2012.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の理化学的性質を有するβ－ホスホグルコムターゼ。
（１）作用
　Ｄ－グルコース－６－リン酸をβ－Ｄ－グルコース－１－リン酸に変換し、β－Ｄ－グ
ルコース－１－リン酸をＤ－グルコース－６－リン酸に変換する；
（２）分子量
　ＳＤＳ－ゲル電気泳動法において、２５，０００±５，０００ダルトン；
（３）至適温度
　１０ｍＭのＭｇ２＋イオン存在下、ｐＨ６．５、３０分間反応の条件下で６５℃；
（４）至適ｐＨ
　１０ｍＭのＭｇ２＋イオン存在下、５５℃、３０分間反応の条件下でｐＨ６．５；
（５）温度安定性
　１０ｍＭのＭｇ２＋イオン存在下、ｐＨ６．５、３０分間保持する条件下で６０℃まで
安定；
（６）ｐＨ安定性
　１０ｍＭのＭｇ２＋イオン存在下、３７℃、２４時間保持する条件下でｐＨ４．５乃至
９．０の範囲で安定；及び



(2) JP 2010-148502 A5 2013.1.10

（７）金属イオンによる活性化
　Ｍｇ２＋、Ｍｎ２＋、Ｃｏ２＋イオンにより活性化される；
【請求項２】
　配列表における配列番号１に記載のアミノ酸配列か、当該アミノ酸配列において１個以
上１０個未満のアミノ酸残基が置換、欠失又は付加したアミノ酸配列を有する請求項１記
載のβ－ホスホグルコムターゼ。
【請求項３】
　請求項２記載のβ－ホスホグルコムターゼをコードするＤＮＡ。
【請求項４】
　ＤＮＡが、配列表における配列番号２に記載の塩基配列か、遺伝暗号の縮重に基づきコ
ードするアミノ酸配列を変えることなく配列表における配列番号２に記載の塩基配列にお
ける塩基の１個又は２個以上が他の塩基に置換した塩基配列、又は、それらの塩基配列に
相補的な塩基配列を有するＤＮＡである請求項３記載のＤＮＡ。
【請求項５】
　請求項３又は４記載のＤＮＡと自律複製可能なベクターＤＮＡとを含んでなる組換えＤ
ＮＡ。
【請求項６】
　請求項５記載の組換えＤＮＡを適宜の宿主に導入して得られる形質転換体。
【請求項７】
　請求項１又は２記載のβ－ホスホグルコムターゼ産生能を有する微生物を栄養培地で培
養し、培養物から産生したβ－ホスホグルコムターゼを採取することを特徴とするβ－ホ
スホグルコムターゼの製造方法。
【請求項８】
　微生物が、請求項６記載の形質転換体である請求項７記載のβ－ホスホグルコムターゼ
の製造方法。
【請求項９】
　下記の工程を含んでなるオリゴ糖の製造方法。
（１）請求項１又は２記載のβ－ホスホグルコムターゼをＤ－グルコース－６－リン酸に
作用させてβ－Ｄ－グルコース－１－リン酸に変換する工程；
（２）得られるβ－Ｄ－グルコース－１－リン酸を二糖類ホスホリラーゼの共存下でグル
コースと反応させオリゴ糖を生成させる工程；及び
（３）得られるオリゴ糖を採取する工程；
【請求項１０】
　二糖類ホスホリラーゼが、トレハロースホスホリラーゼ又はコージビオースホスホリラ
ーゼである請求項９記載のオリゴ糖の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　β－ＰＧＭは、β－Ｇ１ＰとＧ６Ｐの相互変換を触媒する酵素である。本発明のβ－Ｐ
ＧＭとは、具体的には下記の理化学的性質を有する酵素を意味する。
（１）作用
　Ｇ６Ｐをβ－Ｇ１Ｐに変換し、β－Ｇ１ＰをＧ６Ｐに変換する；
（２）分子量
　ＳＤＳ－ゲル電気泳動法において、２５，０００±５，０００ダルトン；
（３）至適温度
　１０ｍＭのＭｇ２＋イオン存在下、ｐＨ６．５、３０分間反応の条件下で６５℃；
（４）至適ｐＨ
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　１０ｍＭのＭｇ２＋イオン存在下、５５℃、３０分間反応の条件下でｐＨ６．５；
（５）温度安定性
　１０ｍＭのＭｇ２＋イオン存在下、ｐＨ６．５、３０分間保持する条件下で６０℃まで
安定；
（６）ｐＨ安定性
　１０ｍＭのＭｇ２＋イオン存在下、３７℃、２４時間保持する条件下でｐＨ４．５乃至
９．０の範囲で安定；
（７）金属イオンによる活性化
　Ｍｇ２＋、Ｍｎ２＋、Ｃｏ２＋イオンにより活性化される；
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